（別紙様式第ＫＵＳＣ１号）

九州大学ビームライン利用申請書
・各項目の（注）に従ってご記入ください。

・記入内容に不確定事項がある場合は、事前に利用相談をご利用ください。
・記載漏れ等がある書類は受理出来ない場合がございます。ご了承ください。

シンクロトロン光利用研究センター長　様
	申請年月日
	　西暦　　   　年　  　月　  　日


利用区分

希望する利用区分に○をご記入ください。
	利用区分
	　 公共等利用(   )　 ・ 　一般利用(   )


課題申請責任者
	（氏　　　名）　　　　　　　　　　　（ローマ字名）

（所属、職名）

（住　　　所）〒

（連　絡　先）TEL　　　　　　　　　　　   FAX（任意）

E-mail


　＊課題利用計画、実験実施において、責任義務を負う者とします。

基本情報

１．使用する実験装置（該当するものに○をご記入ください。当てはまらない場合はその他に具体的に記載してください。）
	XAFS(    )・SAXS(     )・その他(                                    )


２．実験課題名

	（日本語名）

（英語名）




　＊課題名には実験方法と試料名（例えば、液晶材料）を入れてください。
３．希望時間および算出方法　
	（希望時間）

　　　　　時間　×　　　　回　＝　　　　時間　　　　
（希望時間の算出根拠）



　＊記入例：8時間×1回＝8時間　
　　　　　 光学調整2時間＋1試料1.5時間×4試料＝8時間

４．実験が実施できない日程
	（実験不可日程：この時期の調整はいたしません）

･指定なし　

･指定あり：　　年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　 年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日

（その他：日程を調整するにあたって特に希望があればご記入ください）



実験参加者

５．実験参加者の氏名、所属、学内の放射線従事者登録状況

　・実験責任者を含め、実験に参加する可能性のある方全員ご記入ください。1人だけの実験はできません。なお、課題採択後の実験参加者の変更は可能です。
　・本課題と同じ実験手法での放射光実験経験者は氏名の前に○印を付加してください。
	氏名
	所属
	職名
	学内の放射線登録

	
	
	
	済・未



安全に関する記述・対策

６．安全に関する手続きが必要なもの
　・以下に該当する物質および実験は別途手続きが必要ですので事前に九大センター事務室までお知らせください。

　＊＊国際規制物資;http://www.mext.go.jp/a_menu/anzenkakuho/faq/1261295.htm
	（　　）該当なし

（　　）国際規制物資、（　　）密封状放射性物質、（　　）微生物実験

（　　）遺伝子組換え実験、（　　）高圧ガス実験


７．持ち込み試料等（測定試料、化学薬品、ガスなど）

　・全ての持込試料等について、全ての項目を記載してください。原則持ち帰りです。

　・安全確保のため、または法令に準拠して持込を制限することがあります。

　・生きた動物、微生物、密封放射性物質等の持込みには事前の相談が必要です。

	**1

物質名(化学式)
	**2

形態(外観)
	**3

数・量及びｻｲｽﾞ
	**4     **5

特性 と 対策
	**6

使用目的

	
	
	
	
	


（注：以下の例に従って記入のこと。行数不足時は要追加。）

**1：物質名は薬品名等。化学式は元素記号で表記。組成やドープ量等の異なる試料は別々　　に記載。例えば、酸化チタン(TiO2)、鉄(Fe)/シリコン(Si)。

**2：形態は測定試料部位の形状。外観は試料全体形状。例えば、薄膜(Siウエハ)、粉末(キャピラリ)、液体（密封ポリ袋）等。

**3：数・量は、試料の個数・一試料あたりの重量等。サイズは縦×横×厚さ等。例えば、5枚・0.1g、10×10×0.5(mm)。

**4：特性は、無害、爆発性、引火性、可燃性、自然発火性、禁水性、酸化性、急性毒性、腐食・刺激性、特定有害性、高圧ガス、生物試料等。なお、無害（有害）とは人に対する無害性（有害性）の意。

**5：対策（無害以外）は、フィルムシートに密封、保護メガネ・手袋・マスク等着用、試料搬送導入機で真空中搬送、窒素充填バッグ中で装置へ導入等。

**6：使用目的は、測定、器具洗浄等。

8．必要とするビームラインの装置、器具等

	XAFS実験


	（　　）イオンチャンバー、（　　）電子収量検出器、（　　）ライトル検出器
（　　）シリコンドリフト検出器

	SAXS実験


	カメラ長（　　　　　　）


	その他


	


9．持ち込む装置、器具等

　・電源、計測機器、レーザー機器等。高圧ガス容器もご記入ください。
	装置名
（製作会社名・型番、自作等）
	仕様
（電圧、電流、圧力、温度等）
	安全対策


	
	
	


10．実験室の利用
　・簡単な試料調整等が必要な場合、内容をご記入ください。

	BL06実験準備室
	

	SAGA-LSケミラボ

	


実験の意義・目的、方法
11．実験の概要

　・実験の意義・目的と放射光を使って何を計測すれば実験の目的を達成できるかなど、本実験の概要を簡単に記載してください。

	


12．実験の方法

　・放射光を用いてどのような実験（XAFS、SAXS、その他）をどのような測定条件で行い、どのような情報が得られるか等を具体的にご記入ください。必要とする波長あるいはエネルギーは必ず明記してください。
	取得したい実験データの種類、測定範囲、測定精度等
例えば、Fe(100)単結晶薄膜の面内Ｘ線回折データ、試料温度300～500K，2θ角度範囲20～70º、精度0.01º等（400～600字程度）

データ取得に必要な測定装置・測定方法、レイアウト等（600～800字程度）
測定元素・濃度・試料測定時の条件とそれらを考慮した測定時間の見積り等

試料の詳細は、別途、持込試料等の記入欄に全ての試料について記載要。「試料測定時の条件」は、例えば、外場印加や雰囲気ガス充填、真空中で粉末試料、揮発性試料、あるいは装置に対する腐食性試料等の測定を必要とするか否かを含めて記載。（400～600字程度）




※個人情報の取り扱いについて：個人情報の適正な取り扱いの確保に関する規程の趣旨に基づき、お預かりした個人情報は、本申請に係る手続きにのみ使用し、他の目的には使用しません。

●チェックリスト

※利用申込書ご提出の前に、下記項目についてチェックをお願いします。

	１　各項目の必要事項を記入されましたか？

	２　実験参加者は、実験責任者を含め２人以上になっていますか？ 

	３　本文中に記載された全ての試料について、持込試料欄に記入されましたか？ 

	４　有害な持込試料については、MSDSを添付されていますか？

	５　持込試料は記入例に従った記載になっていますか？ 


